
　昭和４年（１９２９）に建設された伊良湖岬灯台。
このように、波打ち際に建つ灯台は全国的にも珍
しく、建設には伊良湖射場が深く関わっています。
　伊良湖射場からの砲弾は、三重県鳥羽市の神島方
面に向かって試射され、神島観測所などから着弾点
が観測されていました。当初は、小高い古

こ や ま

山の上
に建てられる予定だった伊良湖岬灯台ですが、ちょ
うど伊良湖射場からの砲弾の射線上にあたるため、
建てることができなかったといわれています。
　今では、観光名所となっている白亜の伊良湖岬
灯台ですが、戦争にまつわる建設秘話があったの
です。
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伊良湖岬灯台の建設秘話

❖伊良湖集落移転記念碑（新碑：写真左前、旧碑：写真右）
平成17年（２００5）、伊良湖村の移転１００周年を記念し
た碑が、伊良湖自治会により建てられました（写真左前）。

❖伊良湖射場からの大砲試射の弾道図（イメージ）

◦神島観測所（鳥羽市神島） ◦伊良湖岬灯台
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❖福江観測所
古田町の標高約 40ｍの
丘にあり、レンガ造平屋
建、北側は展望台でした。

❖外浜観測所
日出町の太平洋に面した
海岸の岩礁上にあり、レ
ンガ造平屋建でした。
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▪射線に沿って軽便鉄道が引かれた
　場所は、現在は道路となっている
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